
   ＡＡＦＣ例会資料

　    オーディオマニアで知らない方が居られないほど有名な真空管に３００Ｂがありますが、その球を使った
　　パワーアンプ とＣＤをアナログレコードと同等の音質で再生したい思いから製作したラインアンプです。
　　　特にラインアンプはデジタル臭い音のＣＤから陰影の深い音楽性豊かな音を引き出す為に、思考錯誤
　　を繰り返し試作機を作り、1年以上の製作時間をかけて完成度を高めて出来あがったアンプです。

　　　両アンプ共、回路的には大変簡単なため創意工夫を施す余地は乏しいが故、思い切りの物量作戦で
　　格好をつけた次第です。
　　実際の製作には高度な技術は必要ありませんが、例えばＶＴ５２のラインアンプ一台に７個ものトランス類を
　　使用するため漏洩磁束による干渉を避ける工夫と、直熱管のハム雑音を低減する対応が重要となります。

　　　又、小さなシャーシーに外来雑音を受けやすい大きなＳＴ管の配置や、トランス類の相互干渉を避ける
 　　配置などノイズ特性に考慮したＡｓｓｙには多少のノウハウは必要です。
　　いずれにせよキットを組み立てる感覚で完成できる代物ではありません。

　　　後述のブロックダイアグラムを見て頂ければいお解りのように、特性を重視した設計のアンプでは
　　ありませんが、それでもオーディオ増幅器としての最低限の基本値は整えなければ良好な再生音は期待
　　できません。結果的には私の好きな音で満足しております。

１． 演奏曲目

① Ｊupiter 5:52
平原　綾香

② Bird　ｏｆ　Pardise 6:39
渡辺　貞夫

③ ゴットファーザ愛のテーマ 7:47
ロンドン交響楽団

④ 太陽がいっぱい 3:25
フェイバリット・コレクション

⑤ バラード第1番　ト短調　作品２０ 9:10

⑥ 交響曲第1番　ハ短調作品６８　第４楽章 17:53
ブラームス
小澤　征爾/サイトウ・キネン・オーケストラ

演奏時間 1:13

2015/12/27
柴田　論

管球トランス結合パワーアンプと直熱管ラインアンプの音を聴く

ＶＴ５２ラインアンプと３００Ｂシングルパワーアンプ



２． 　ＶＴ５２　ラインアンプの概要
　気品のある澄みきった美音を醸しだすにはＶＴ５２（ＵＸ４５）に勝る球は無いという直熱３極管を、
送出段に起用しました。
　無帰還アンプのため回路的には特に難しい所は有りませんが、直熱出力管をプリアンプに使用
することによる残留ノイズ特性の低減に全てを注ぐことになります。
　プリアンプに要求される第一の条件はＳ/Ｎであることは、オーディオマニアなら何方も御存じの
ことと思います。
　プリアンプのような残留ノイズを重視する増幅に関してはＭＴ管が最も優れており、次いでＧＴ管、
ＳＴ管の順になります。特にマイクロフォニックノイズは、球の電極や外形が大きいほど不利に
なります。
　その辺の不利な特質を承知の上でオールＳＴ管と直熱管のプりアンプを製作しましたが、ある程度
アンプに関する知識のある方から見れば、この素材の選択は正に狂気の沙汰に思われることで
しょう。　そんなアンプを製作した理由はＣＤから上質のLPレコードに匹敵する再生音を得たい為と
古めかしいカッコを良さ？を求めての単なる遊び心からでありました。
　又、ＳＴ管やオイルコン、トランス類といった外形の大きな部品を多数使う為、ステレオ２ＣＨ構成
では無理がありモノラル形式に致しました。

（１） ブロックダイヤグラム

残留ノイズ
無歪最大出力 35V
アンプ利得 6.3 16dB
周波数特性
-0.5dB
-3.0dB
Ｂａｓｓ　Ｂｏｏｓｔ　（ＴＣ）ｏｎ
＋12dB
高調波歪 0.3%（1V）

（２） 簡易回路説明
　　　　無帰還のため特に複雑な回路計算は必要とせず、利得、最大出力電圧、高調波歪、ＴＣ回路の計算
　　　　程度です。ここでは紙面の都合上で利得計算のみを示し、その他は省略いたします。
　　　　アンプゲインはＰｈｏｎｏ　ＥＱアンプの使用も考慮し１８ｄＢ位としました。
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３． 　３００Ｂ　シングルパワーアンプの概要
　パワーアンプも　無帰還シングル構成のため回路は単純です。
３００Ｂの使い方には大まかに分けて二通りの方法があります。
　一つはＷＥ９１Ａ＆Ｂに代表される５極管による電圧増幅励振です。これは３００Ｂのグリッド
ハイインピーダンス特性を生かした回路構成で直熱３極管では３００Ｂにしかできません。
　もう一つはグリッド電流の流れやすい直熱３極管を励振するのに用いられるトランス結合や小型
出力管によるパワードライブ、又はカソードフォロワー直結ドライブなどの方法です。
いずれの方法もバイアスが深く励振電圧の大きな３００Ｂのドライブに向いています。
　本機ではトランス結合を採用し増幅系から結合コンデンサーを排除した構成といたしました。

　この回路構成の成否は結合ＡＦトランスの選定にあり、タムラのＢ５００２を起用いたしました。
入力にはラインアンプからの６００Ω低インピ－ダンス出力を電磁結合でも受けられるようにする為
入力トランスを装備しました。又、電源系にダブルチョークを採用するなど、ＶＴ５２ラインアンプ同様
にモノラル構成とした為、コストを度外視した極めて贅沢なアンプとなりました。
　プリ、メイン共、このクラスのアンプになりますと、特性からは測り得ない付加価値が音に現れて
くると言わざるを得ません。

（１） ブロックダイヤグラム

残留ノイズ 0.45ｍＶ
無歪最大出力 8W
周波数特性（-３ｄＢ） 27～19kHz
ＤＦ 3.3

（２） 簡易回路説明 全高調波歪 0.7%以下（１ｗ）
パワーアンプも利得計算だけを示し、その他は省略致します。
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